ランタノイド錯体—ポリマー複合体の自己組織化マイクロ球体からのウィスパリングギャラリーモードレーザーに関する研究 by Zakarias Seba Ngara














氏 名            Zakarias Seba Ngara   
学 位 の 種 類            博 士 （ 工 学 ） 
学 位 記 番 号         博 甲 第  ８９８０  号 
学 位 授 与 年 月 日         平成 ３１年 ３月 ２５日 
学 位 授 与 の要 件         学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科         数理物質科学研究科 
学 位 論 文 題 目 
     Study on Whispering Gallery Mode Lasers of Self-Assembled Microspheres of  Polymer-
Lanthanide Metal Hybrids （ランタノイド錯体—ポリマー複合体の自己組織化マイクロ球体からの
ウィスパリングギャラリーモードレーザーに関する研究） 
      
主 査         筑波大学 教授   博士（理学） 山本 洋平 
副 査         筑波大学 教授   博士（工学） 神原 貴樹 
副 査         筑波大学 教授   工学博士   松石 清人 
副 査         筑波大学 教授   博士（工学） 所 裕子 
副 査         筑波大学 助教   博士（工学） 山岸 洋 
 
 
























オンへのエネルギー移動を介した WGM の大きなレッドシフトと、WGM 発光の先鋭化、レーザー発振特
性について述べている。 
 第６章では、ポリスチレンを媒体として、SORP 法による F8tpy と Eu(tta)3 の複合体を添加した球体の作
成と WGM 発光について論じている。特に、ポリスチレンを用いることによる球質の向上、それに伴う
WGM ピークの先鋭化、および Q 値の増大について詳細に論述している。既報研究によるテルビウムを
用いたポリスチレン球体からの WGM発光との違いについて詳細に論じている。 
 第７章では、F8tpyへのプロトン付加およびプロトン脱離による発光色変化、および F8tpyからなるマイク





























 2019 年 2 月 18 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
